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小学生の放流体験
みなさんは栽培漁業をご存じですか。魚は、産まれてからしばらくの間の減耗が激しく、魚種によっては９割以上がこの時期に死んでしまいます。そこで、その期間を人の手で大きくしてから放流を行い、生き残る確率を上げるとともに、適切な管理を行い、対象とする水産動物を持続的に利用しようとするものが栽培漁業です。
今回は、そのように育てられたヒラメ、カサゴを放流体験として小学生が海に放ちました。普段は気にせず食べているヒラメやカサゴは、もしかしたらこのように放流されたものかもしれませんね。 
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浜に到着
放流体験は、市内にある砂浜で行われました。
バスで会場近くに到着した小学生達は、行儀良く一列になって放流会場に集合しました。
到着すぐに、水槽にいるヒラメ、カサゴの稚魚を見て、次々に歓声を上げていました。
[image: image2.jpg]



勉強中
勉強会ではヒラメ、カサゴの見分け方や、生態について学びました。
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興味津々
ヒラメは産まれてすぐにはヒラメの形をしておらず変態することで、ヒラメ型になることや、カサゴは卵で産まれず、お母さんのお腹の中で孵化してから、体外に産仔される卵胎生の魚であるなど、初めて聞く魚の生態に小学生達は興味津々です。
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稚魚の放流
勉強が終わるとみんな波打ち際に集まり、市の職員さんの「それいけ！」のかけ声のあとに、小学生達が「海の宝物！」と答えて、カサゴとヒラメを海に放流しました。小学生達は波間に漂いながら色を変えるヒラメを見て、歓声を上げたりしていました。このような取組を通じて。子供達が海に興味を持つといいですね。
